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 1 
＜別紙２：本評価書において参照したケイ酸化合物及びマグネシウム塩の概要＞ 2 
 3 
Ⅰ．ケイ酸化合物 4 

 5 
１．二酸化ケイ素 6 
Silicon dioxide 7 
CAS 番号：7631-86-9 8 
化学組成 SiO2。多種類の立体構造（三次元網目構造）、結晶形があり、また、9 

天然物（例、水晶、石英、けい砂）及び合成物（例：シリカゲル、ケイ酸（メタ10 
ケイ酸（H2SiO3））を乾燥し脱水したもの。乾燥剤として使用される。）がある。11 
二酸化ケイ素は、シリカ、ケイ酸（一定組成を有さない水和物の場合など）と呼12 
ばれることがある（参照４、９３）。我が国ではいわゆる指定添加物（食品衛生法13 
施行規則別表第１に掲載）であり、成分規格の含量の項では「本品を強熱したも14 
のは、二酸化ケイ素（SiO2 ）94.0 %以上を含む。」とされている。また、微粒二15 
酸化ケイ素（Silicon dioxide (fine)）の成分規格の含量及び性状の項では「本品を16 
強熱したものは，二酸化ケイ素（SiO2 ）99.0 ％以上を含む。本品は、平均粒子17 
径 15 μm 以下の滑らかな触感をもつ白色の微細な粉末で、においがなく、味がな18 
い。」とされている。 19 

 20 
２．ケイ酸 21 
Silicic acid 22 
狭義にはオルトケイ酸（Si(OH)4）を指すが、広義にはその縮合酸類（分子中23 

の酸素原子を共有してオルトケイ酸分子同士がつながったもの、例えばメタケイ24 
酸（H2SiO3）等）を含めた名称。一般的な化学組成は、SiO2・nH2O で表される。25 
縮合酸類は水に不溶であるが、オルトケイ酸は若干溶ける。（参照４、９３） 26 

 27 
３．ケイ酸カルシウム 28 
Calcium silicate 29 
CAS 番号：1344-95-2 30 
酸化カルシウム（CaO）と二酸化ケイ素（SiO2）と水とがいろいろな割合で結31 

合した組成のものの総称で、下記の化学形が知られている。 32 
・メタケイ酸カルシウム（Calcium metasilicate）CaSiO3（式量 116.17） 33 
・オルトケイ酸カルシウム（Calcium orthosilicate）Ca2SiO4（式量 172.25）（窯34 

業での慣用名：ケイ酸二石灰） 35 
・ケイ酸三カルシウム（Tricalcium silicate）Ca3SiO5（式量 228.32）（窯業での36 

慣用名：ケイ酸三石灰） 37 
白～淡黄色の微粉末で、吸湿性がある。水及びエタノールに不溶でありアルカ38 
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リとは反応しない。フッ化水素酸（侵される）以外の酸には比較的安定である。1 
5％懸濁水溶液の pH は 8.4～12.5。 2 
我が国ではいわゆる指定添加物（食品衛生法施行規則別表第１に掲載）であり、3 

成分規格の含量の項では「本品を乾燥したものは、二酸化ケイ素（SiO2 = 60.08）4 
として 50.0～95.0 %、酸化カルシウム（CaO = 56.08）として 3.0～35.0 %を含5 
む。」とされている。（参照２、３、４、９４、９５） 6 

 7 
４．アルミノケイ酸ナトリウム（別名：ケイ酸アルミニウムナトリウム） 8 
Sodium aluminosilicate 9 
CAS 番号：1344-00-9 10 
ケイ酸塩のケイ素の一部がアルミニウムで置換されている組成物である。一般11 

式は、xNa2O・yAl2O3・zSiO2・nH2O で表わされる（x、y、z の比率は通常 1 :1 :13）。12 
以下の天然物及び合成品がある。 13 
・オルトケイ酸アルミニウムナトリウム（Sodium aluminium orthosilicate）：14 

NaAlSiO4（式量 142.06）、別名 カスミ石 15 
・ソウチョウ石（Sodium aluminium silicate）：Al2O3・Na2O・6SiO2（式量 524.48） 16 

性状等：白色の微粉末又は顆粒である。水及びエタノールに不溶であり、強酸、17 
強アルカリ溶液に一部溶解する（参照９６）。20 ％懸濁水溶液の pH は 6.5～10.5。 18 
含量：乾燥したものは、SiO2 66.0～76.0 %、Al2O3 9.0～13.0 %，Na2O 4.0～19 

7.0 %を含む。（参照３、９３、９６、９７） 20 
 21 
５．ケイ酸カルシウムアルミニウム 22 
Calcium aluminium silicate 23 
CAS 番号：1327-39-5 24 
構造式又は示性式：多くの化学形が知られている。一般式は wNa2O・xCaO・25 

yAl2O3・zSiO で表わされる。一般的なものとしてアルミノジケイ酸アルミニウ26 
ムカルシウム（別名オルトケイ酸アルミニウムカルシウム、Calcium aluminium 27 
orthosilicate、天然品はカイチョウ石と呼ばれる。Al2O3・CaO・2SiO2 （式量28 
278.22））が知られている。他に、以下の２つの組成物が知られている。 29 
・ジアルミノオルトケイ酸カルシウム（Calcium dialumino‐orthosilicate）：30 

Ca3Al2SiO8 31 
・ジアルミノメタケイ酸カルシウム（Calcium dialumino metasilicate）：32 

(AlOOCa)2SiO3 33 
性状等：細かい白色の流動性がある粉末である。水及びエタノールに不溶であ34 

る。（参照９８） 35 
含量：SiO2 44～50 %、Al2O3 3～5 %、CaO 32～38 %及び Na2O 0.5～4 %を36 

含む（参照９８）。（参照３、４、９８） 37 
 38 
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６．ゼオライト 1 
Zeolite 2 
天然物。別名 沸石。主成分は結晶性アルミノケイ酸塩。一般式は M2/nO、Al2O3、3 

y SiO2、wH2O（M はアルカリ金属若しくはアルカリ土類金属、n はその価数、y4 
は 2 若しくは 2 以上）で表され、化学組成は SiO2 65～73 %、Al2O3 9～16 %、5 
CaO 1～4 %等とされている。水にほとんど溶けない。天然の鉱物由来品と合成6 
物 の 両 方 あ る 。 ゼ オ ラ イ ト A は 合 成 ア ル ミ ノ ケ イ 酸 ナ ト リ ウ ム7 
Na12[(AlO2)12(SiO2)12]・27H2O である（参照４、５０、９３）。我が国では既存8 
添加物名簿に収載されている。 9 
 10 
７．タルク 11 
Talc 12 
天然物。別名 滑石。カンラン岩、輝石、又はドロマイトなどから混在物を除き、13 

微粉末化したもの。主成分は含水ケイ酸マグネシウム。代表的な化学組成は SiO2 14 
61.7 %、MgO 30.5 %、その他微量の金属の酸化物を含むとされている。水、エ15 
タノール及びエーテルにほとんど溶けない（参照４）。鉱物学的な理想化学組成は16 
Mg3(Si4O10)(OH)2（参照９３）。我が国では既存添加物名簿に収載されており、成17 
分規格の定義の項では「本品は、天然の含水ケイ酸マグネシウムを精選したもの18 
で、ときに少量のケイ酸アルミニウムを含む。」とされている。 19 

 20 
 21 
Ⅱ．マグネシウム塩 22 
 23 
１．塩化マグネシウム（六水和物） 24 
Magnesium chloride hexahydrate 25 
CAS 番号：7791-18-6 26 
 我が国ではいわゆる指定添加物（食品衛生法施行規則別表第１に掲載）であり、27 
成分規格の含量及び性状の項では「本品は、塩化マグネシウム（MgCl2・6H2O）28 
95.0 ％以上を含む。無～白色の結晶、粉末、片、粒又は塊である。」とされてい29 
る。 30 
 31 
２．硫酸マグネシウム（七水和物又は三水和物） 32 
Magnesium sulfate heptahydrate / trihydrate 33 
CAS 番号：10034-99-8（七水和物） 34 
一般式は MgSO4・nH2O（n＝7 又は 3）。分子量は 246.48（七水和物）、174.4135 

（三水和物）。我が国ではいわゆる指定添加物（食品衛生法施行規則別表第１に掲36 
載）であり、成分規格の定義、含量及び性状の項では「本品には結晶物（7 水和37 
物）及び乾燥物（3 水和物）があり、それぞれを硫酸マグネシウム（結晶）及び38 
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硫酸マグネシウム（乾燥）と称する。本品を強熱したものは、硫酸マグネシウム1 
（MgSO4＝120.37 ）99.0 ％以上を含む。結晶物は、無色の柱状又は針状の結晶2 
で、塩味及び苦味があり、乾燥物は、白色の粉末で、塩味及び苦味がある。」とさ3 
れている。 4 
 5 
３．リン酸三マグネシウム（八水和物、五水和物又は四水和物） 6 
Trimagnesium phosphate octahydrate 7 
CAS 番号：13446-23-6（八水和物） 8 
Trimagnesium phosphate pentahydrate 9 
Trimagnesium phosphate tetrahydrate 10 
CAS 番号：13465-22-0（四水和物） 11 

一般式は Mg3(PO4)2・nH2O（n＝8、5 又は 4）。分子量は 406.98（八水和物）、12 
334.92（四水和物）。 13 
我が国ではいわゆる指定添加物（食品衛生法施行規則別表第１に掲載）であり、14 

成分規格の定義、含量及び性状の項では「本品には結晶物（8 水和物、5 水和物15 
及び 4 水和物）がある。本品を強熱したものは、リン酸三マグネシウム・無水物16 
（Mg3(PO4)2＝262.86）98.0～101.5 ％を含む。本品は、白色の結晶性の粉末で17 
ある。」とされている。 18 
 19 
４．炭酸マグネシウム 20 
Magnesium carbonate 21 
我が国ではいわゆる指定添加物（食品衛生法施行規則別表第１に掲載）であり、22 

成分規格の含量及び性状の項では「本品は、酸化マグネシウム（MgO＝40.30）23 
として 40.0～44.0 ％を含む。本品は、白色の粉末又はもろい塊である。」とされ24 
ている。 25 
 26 
５．L－グルタミン酸マグネシウム 27 
Monomagnesium di―L―glutamate 28 
C10H16N2MgO8・4H2O。分子量は 388.61。 29 
Monomagnesium bis［monohydrogen(2S)―2―aminopentanedioate］tetrahydrate 30 
CAS 番号：129160-51-6 31 
我が国ではいわゆる指定添加物（食品衛生法施行規則別表第１に掲載）であり、32 

成分規格の含量及び性状の項では「本品を無水物換算したものは、L―グルタミン33 
酸マグネシウム（C10H16N2MgO8＝316.55）95.0～105.0 ％を含む。本品は、無34 
～白色の柱状結晶又は白色の結晶で、特異な味がある。」とされている。 35 

 36 
６．ステアリン酸マグネシウム 37 
Magnesium stearate 38 
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我が国ではいわゆる指定添加物（食品衛生法施行規則別表第１に掲載）であり、1 
成分規格の定義、含量及び性状の項では「本品は、主としてステアリン酸及びパ2 
ルミチン酸のマグネシウム塩である。本品を乾燥物換算したものは、マグネシウ3 
ム（Mg=24.31 ）4.0～5.0 ％を含む。本品は、白色の軽くてかさ高い粉末で、に4 
おいはないか、又はわずかに特異なにおいがある。」とされている。 5 
 6 
７．酸化マグネシウム 7 
Magnesium oxide 8 
CAS 番号：1309-48-4 9 

MgO。分子量は 40.30。我が国ではいわゆる指定添加物（食品衛生法施行規則10 
別表第１に掲載）であり、成分規格の含量及び性状の項では「本品を強熱したも11 
のは、酸化マグネシウム（MgO）96.0 ％以上を含む。本品は、白色又は類白色12 
の粉末又は粒である。」とされている。 13 
 14 
８．水酸化マグネシウム 15 
Magnesium hydroxide 16 
CAS 番号：1309-42-8 17 

Mg(OH)2 。分子量は 58.32。我が国ではいわゆる指定添加物（食品衛生法施行18 
規則別表第１に掲載）であり、成分規格の含量及び性状の項では「本品を乾燥し19 
たものは、水酸化マグネシウム〔Mg(OH)2〕95.0 ％以上を含む。本品は、白色20 
の粉末で、においがない。」とされている。 21 

 22 
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